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　本年度の研究活動は、同志社大学神学部の手島勲矢
教授、神戸松蔭女子学院大学教授の勝村弘也教授を中
心とした「京都ユダヤ思想学会」の設立と共に始まっ
た。同学会の設立総会は2008年6月7日に同志社大
学クラーク・チャペルにて開催され、会長の有村氏に
よる「レオ・ベックと有賀鉄太郎」という興味深い記
念講演がなされ、申請者はレオ・ベックの「ユダヤ教
の本質』に盛られた思想が、ヘルマン・コーエン、エ
マニュエル・レヴィナスらの思想と深く関連している
ことを初めて知ったのだが、何よりも大きな収穫だっ
たのは、学会の構成員である若手研究者たちとの交流
で、佐賀大学専任講師の後藤英彦氏にはモーゼ、メン
デルスゾーンについて、聖大学大学院特別研究生の佐
藤貴史氏にフランツ・ローゼンツヴァイクについて、
今後の研究協力を依頼し、快諾を得ることができた。
同学会では10月4日に、モントリオール大学史学科
教授ヤコブ・ラブキン教授の講演がなされたが、ラブ
キン教授には明治大学でも「地域と文化」の枠での特
別講義を行っていただいた。
　これら若手研究者たちとの共同作業の機会はきわめ
て早く訪れた。岩波書店刊の『思想』が本邦で初めて、
ドイツ出身でアメリカ合衆国で活躍しひとつの学派を
さえ成したユダヤ系政治哲学者レオ・シュトラウス
（Leo　Strauss，1899－1973）の特集を組むことになっ
たのである。シュトラウスと中世最大のユダヤ人思想
家マイモニデスについては一橋大学大学院の馬場智一
氏、シュトラウスとローゼンツヴァイクについては後
藤氏に論考を依頼すると共に、申請者は佐藤氏と共に
ローゼンツヴァイクの1925年の論考「新しい思考」
を訳出した。加えて申請者自身は、アル・ファーラビー
などイスラーム哲学者、ヘルマン・コーエンをめぐる
シュトラウスの論考の単独訳を試み、初期シュトラウ
スとスピノザをめぐる論文を執筆した。シュトラウス
については、10月29日、東京大学のUTCPの例会（小
林康夫教授）に招かれて、國分弘一郎氏らによる発表
にコメントを加えた。
　第三の動きとして、昨年度に続き10月に国際ベル
クソン・シンポジウムを「東アジアのベルクソン」と
いう題のもとに開催し、そこで、「諸無の明かされざ
るカバラ」と題した発表（フランス語）を行った。無
についてのベルクソン批判から、ジャンケレヴィッチ
のカバラ論を経由して、シモーヌ・ヴェーユとベルク
ソンの比較を試みた発表で、2009年度は、生誕百年
を迎えるヴェーユについての小シンポジウムの開催を
7月に予定している。
　2009年1月には、ヘルマン・コーエンの『ユダヤ
教論考』全三巻を閲覧するために京都大学文学研究科
の図書室を訪れた。昨年度の作業も含めて、ようやく
コーエンを論じる準備が整ったと言えるだろう。この
閲覧の際にもそうであったが、大阪大学の上野修教授
を中心とするスピノザ研究会とも密接な関係を維持す
ることができた。来年度は、「トラウマとしてのスピ
ノザ」という共同研究に着手する予定である。
　申請者は2008年中に、早尾貴紀氏の『イスラエル
とユダヤのあいだ』（青土社）、ボヤーリン兄弟の『ディ
アスポラの力』（平凡社）の邦訳について書評を発表
していたのだが、早尾氏らの企画で、2月6日に「ディ
アスポラの力を結集する」と題されたシンポジウムが
開催された。ボヤーリン兄弟の書物のみならず、ポー
ル・ギルロイの『ブラック・アトランティック』（月
曜社）、ガヤトリ・スピヴァッグの『ポストコロニア
ル理性批判』（作品社）をめぐって、一橋大学の鵜飼
哲教授、和光大学の上野俊哉教授と共に、発表と討議
を行った。このシンポジウムは、ユダヤ人のディアス
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ボラを、黒人を初めとする様々な人々のディアスポラ
と関連づけて考えていくための重要な契機となった。
今後の共同研究のひとつの指針がここにあると考えて
いる。
　以上のように、いくつもの流れできわめて豊かな成
果のあった一年であったが、最後に報告しておくと、
2008年12月には、エマニュエル・レヴィナスのユダ
ヤ教論考『困難な自由』の邦訳を三浦直希氏と共に出
版することができた。企画からすでに数年の歳月が
経ってしまったけれども、レヴィナスが書き継いだ数
十本のユダヤ教論考を日本語で読者に提供すると共
に、レヴィナスのユダヤ教論考について申請者なりの
考えを提示することができたのは大きな成果であっ
た。
　二年の準備を踏まえて、これより、できるだけ早く、
近代ユダヤ思想のサイト制作に着手したいと考えてい
る。
